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研究成果の概要（和文）： 

曲面やその高次元化である多様体の解析的不変量と幾何学的構造、曲率や位相等の関連を調べ

ることは幾何学の主要な問題の一つであり、スペクトル幾何学とよばれている。一方、ＣＴス

キャン、非破壊検査等に関連する数学である逆問題として多くの研究がなされている。ここで

はこれらの交差点に位置する境界付き多様体のスペクトル逆問題について考えた。なかでも誤

差がある不完全な解析的データのみ分かっている場合に幾何学的構造がどの程度わかるかとい

う安定性に関連し、境界からの距離と内部の距離や位相の関係について研究した。 

 
研究成果の概要（英文）： 

It is one of the main problems to investigate relations between  analytic invariants of 

surfaces or its higher dimensional analogue manifolds and geometric structures, 

curvatures and topology, which is called the spectral geometry. On the other hands, there 

are many researches as inverse problems, which is the mathematics related to CT- scanner 

and non destructive investigation. Here, we consider the spectral inverse problem on 

manifolds with boundary, which lies the intersection of the above fields. Especially, relating 

to the stability that is how much know about the geometric structure when one only knows 

incomplete analytic data with errors, we consider relations of the boundary distance with 

the inner metric and topology. 
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研究分野：数物系科学 
科研費の分科・細目：数学・幾何学 
キーワード：（１）逆問題 （２）ラプラシアン （３）スペクトル   
 
１． 研究開始当初の背景   

境界的リーマン多様体においてラプラシア

ンの固有値、固有関数の境界値から多様体の

幾何学的情報が得られるかというゲルファン

トスペクトル逆問題は、スペクトル幾何学と

逆問題という二つの分野の交差点に位する問

として興味深い。これまで Belishev, 

Kurylev, Tataru によりすべての固有値、固

有関数から多様体が決定されることは知られ

ていた。これに対し、実際の逆問題を適用す

る状況で現れる安定性の問題については、

Anderson, Kurylev, Lassas, Taylor との共

同研究で Ricci 曲率、単射半径等の制限のあ

るクラスで確立した。さらに、再構成に関し

てKurylev,Lassasと共同でRicci曲率のヘル

ダーノルム有界の下で境界距離関数から内部

の計量の近似を行った。一方、Stefanov, 

Uhlmann は単純計量の仮定の下で安定性の明

示的評価を行っていた。 

 
２．研究の目的 

ゲルファントスペクトル逆問題に関して、

その安定性を与えるクラスの緩和、特に単射

半径評価をはずすことおよび安定性の明示的

評価を得ることを目的とする。 

 
３．研究の方法 

理論研究のため、研究方法は研究集会に

参加し、同じ分野の研究者と課題に関する討

論と情報収集による標準的なものである。そ

のため研究経費の大部分を旅費、および図書

購入に費やした。 

またこの経費は国際研究集会「Spectral 

Analysisin Geometry and Number Theory」の

開催に際し、外国人講演者の旅費の一部にあ

てることができ、意見交換、情報収集に大変

役立った。、 

４．研究成果 

当初の目標であったスペクトル逆問題の安

定性に関して、単射半径評価をはずすことに

ついてはまだ結果が得られていない。引き続

き研究ということにしたい。そのかわり、以

前得られた境界距離関数から内部計量の近似

を構成する問題において、曲率のヘルダーノ

ルムを単なる有界と言う条件に緩めることに

成功した。これは安定性を与える新しいクラ

スの提示という点で意味があるように思う。 

今後は、Ricci方程式を用いてこの評価をさら

にゆるめることを模索したい。明示的評価に

ついては困難さが浮かび上がったに過ぎなか



った。 
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